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※１人当たりの値は、９月３０日現在の人口７，１８５人で計算しています。

（ ７２．７％）
１５億 １７１万６千円
１０億９，１８７万１千円

地方交付税

（ ５８．６％）
６億５，３０１万４千円
３億８，２７５万８千円

町 税

（ ２５．３％）
３億２，２８７万７千円
８，１７８万５千円

国庫支出金

（ ３５．３％）
２億８，３７２万１千円
１億 ２９万３千円

繰越明許費

（ ６．７％）
２億６，９９８万９千円
１，８１２万３千円

県 支 出 金

（ ０％）
２億 ５０２万９千円

０円
町 債

（ ３２．８％）
１億２，９８６万９千円
４，２６０万７千円

諸 収 入

（１６６．７％）
１億円
１億６，６７３万８千円

繰 越 金

（ ９９．３％）
８，６００万円
８，５３６万５千円

地方消費税
交 付 金

（ ２６．６％）
７，３５２万４千円
１，９５４万１千円

使用料及び
手 数 料

（ ７．９％）
３億９，７５０万９千円
３，１５０万１千円

そ の 他

（ ４１．７％）
９億３，６０９万円
３億９，０４１万円

民 生 費

（ ３９．９％）
５億９，０２５万２千円
２億３，５３６万１千円

総 務 費

（ ３３．１％）
４億６，２１１万５千円
１億５，３１３万４千円

衛 生 費

（ １１．０％）
２億９，９７７万５千円
３，２８９万２千円

土 木 費

（ ４９．６％）
２億９，７９３万円
１億４，７７１万円

公 債 費

（ ３８．９％）
２億９，３９６万９千円
１億１，４２９万３千円

教 育 費

（ ４８．２％）
２億８，３７２万１千円
１億３，６７９万７千円

繰越明許費

（ ３７．５％）
２億７，０５２万８千円
１億 １５６万２千円

消 防 費

（ ２２．７％）
２億５，６５６万６千円
５，８１３万６千円

農林水産業費

（ ４２．７％）
２億２，６２６万３千円
９，６６５万６千円

商 工 費

（ ５８．４％）
１億 ６０３万９千円
６，１８９万５千円

そ の 他

9月30日現在の基金（町の貯金）と町債（町の借金）の状況
●町の貯金（財政調整基金等、１４基金）

１７億７，２２３万５千円

町民１人当たり約２４万７千円

●町の借金

３０億８，２６７万２千円

町民１人当たり約４２万９千円

【問合せ】総務課（４２）３９６３

４０億２，３２４万８千円 上段：予算額

２０億２，０５８万２千円 下段：収入済額（ ）：収入率（５０．２％）

４０億２，３２４万８千円 上段：予算額

１５億２，８８４万６千円 下段：支出済額（ ）：支出率（３８．０％）歳出

平成２７年度の４月１日から９月３０日までの一般会計の執行状況をお知らせします。

平平平成成2277年年度度 一一般会計 上期執行状一般会計 上期執行状況況

町民１人当たりでは

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

歳歳歳歳歳歳歳入入入入入入入

平成２７年９月３０日までに

納めていただいた税金（町税）約５万３千円

平成２７年９月３０日までに

使ったお金 約２１万３千円

町の財政状況
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煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

平
成

年
度
上
半
期
振
興
公
社

２７

管
理
施
設
の
実
績
は
、
景
気
が
緩

や
か
に
回
復
し
て
き
て
い
る
こ
と

や
、
東
駿
河
湾
環
状
道
路
と
圏
央

道
の
開
通
に
よ
る
ア
ク
セ
ス
の
改

善
等
も
あ
り
、
伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘

の
利
用
者
は
増
加
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
入
館
施
設
で

は
団
体
客
の
減
少
が
大
き
く
、
前

年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
は
、
好
評
の

「
富
士
山
プ
ラ
ン
」
の
継
続
や
、

時
期
や
曜
日
等
を
限
定
し
た
プ
ラ

ン
の
実
施
で
９
３
９
人
増
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
か
ら
始
め
た
町

民
紹
介
割
引
制
度
で
も
、
８
２
５

人
の
お
客
様
を
ご
紹
介
い
た
だ
き
、

日
帰
り
入
浴
や
会
食
等
の
休
憩
に

お
い
て
も
、
地
元
の
皆
様
に
大
変

多
く
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

８
月
下
旬
か
ら
は
、
平
日
の
集

客
に
強
い
「
お
宿
情
報
ゆ
こ
ゆ
こ
」

と
の
提
携
を
始
め
ま
し
た
。
今
後

も
、
多
く
の
皆
様
に
伊
豆
ま
つ
ざ

き
荘
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え
る
企
画

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

長
野
県
小
布
施
町

小
布
施
町
は
、
長
野
県
北
部
に

位
置
し
、
人
口
が
約
１
万
１
２
０

０
人
、
面
積
は
当
町
の
約
４
分
の

１
で
、
県
内
で
一
番
面
積
の
小
さ

い
自
治
体
で
す
。

研
修
で
は
、
町
並
修
景
事
業
や

花
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
等
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま
し

た
。
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
は
「
外

は
み
ん
な
の
も
の
、
内
は
自
分
た

ち
の
も
の
」
と
い
う
考
え
方
で
、

訪
れ
た
人
々
に
自
宅
の
庭
を
解
放

す
る
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
の
よ
う

に
、「
お
も
て
な
し
」
を
し
よ
う
と

す
る
住
民
の
高
い
志
に
よ
っ
て
、

ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
た

こ
と
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

ま
た
、
町
民
と
の
協
働
の
中
で
、

小
布
施
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
あ

り
ま
す
。
活
動
は
、
自
分
た
ち
が

行
い
た
い
ま
ち
づ
く
り
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
自
主
的
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
一
方
で
責
任
と
役
割

を
明
確
に
す
る
た
め
に
町
行
政
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を
結
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
行
政
も

ま
た
村
で
は
、「
人
と
自
然
が
共

生
す
る
」
を
基
本
理
念
に
、
全
国

で
２
番
目
に
建
築
等
行
為
を
規
制

す
る
景
観
条
例
を
制
定
し
て
い
ま

す
。
今
も
残
る
山
里
の
原
風
景
を

次
代
へ
継
承
す
る
た
め
に
、
村
内

６
つ
の
地
区
を
５
つ
の
景
観
ゾ
ー

ン
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
地
域
の
特

性
に
合
わ
せ
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
ま
し
た
。
村
長
の
コ
メ
ン

ト
に
「
一
番
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
自
然
を
守
る
た
め
の
努
力
。
自

然
は
放
っ
て
お
い
て
は
守
ら
れ
な

い
」
と
あ
り
、
景
観
に
対
す
る
強

い
思
い
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

当
町
に
お
い
て
も
町
民
と
協
働

で
景
観
保
全
の
た
め
の
ル
ー
ル
づ

く
り
の
必
要
性
を
感
じ
た
研
修
で

し
た
。

【
第
８
グ
ル
ー
プ
記
】

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

割合
（％）

比較
（人）

前年度
（人）

本年度
（人）

施 設 名

１０９．３％939１０，０９４１１，０３３宿泊

伊豆まつざき荘

１７１．0％1，251１，７６３３，０１４入浴

１０５．５％158２，８８６３，０４４休憩

１１５．９％２，348１４，７４３１７，０９１小計

８７．９％△ 1，964１６，１９３１４，２２９入館伊豆の長八美術館

８２．２％△ 1，989１１，１６２９，１７３入館重 文 岩 科 学 校

７６．１％△２，３０７９，６５４７，３４７入館明治商家 中瀬邸

９４．５％△２５９４，７２９４，４７０利用民 芸 館

８４．４％△２，０１１１２，８７９１０，８６８利用

道の駅花の三聖苑

１８．８％△１３，４４９１６，５７３３，１２４入浴

振
興
公
社
管
理
施
設
上
半
期
実
績

※かじかの湯は源泉の詰まりにより、4/17～9/4休館

委
員
会
の
提
言
を
尊
重
す
る
こ
と

に
な
り
、
委
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
上
が
る
の
で
、
当
町
に
お
い

て
も
参
考
に
す
べ
き
で
は
な
い
か

と
感
じ
ま
し
た
。

長
野
県
高
山
村

高
山
村
は
、
小
布
施
町
の
東
隣

に
位
置
し
、
人
口
は
当
町
と
同
じ

く
ら
い
で
す
が
面
積
は
や
や
大
き

く
、
リ
ン
ゴ
や
ブ
ド
ウ
等
果
樹
栽

培
が
盛
ん
な
村
で
す
。

村
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
主
産
業

で
あ
る
農
業
に
力
を
入
れ
、
農
地

を
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
元
気
な

お
年
寄
り
を
増
や
し
、
山
里
の
原

風
景
を
次
代
に
継
承
し
て
い
く
取

り
組
み
で
し
た
。
具
体
的
に
は
、

村
営
の
堆
肥
製
造
施
設
で
の
資
源

循
環
に
よ
る
環
境
保
全
型
農
業
へ

の
取
り
組
み
や
耕
作
放
棄
地
の
未

然
防
止
の
た
め
の
国
交
付
金
事
業

の
積
極
的
活
用
、
お
年
寄
り
で
も

栽
培
可
能
な
「
ワ
イ
ン
ぶ
ど
う
」

の
振
興
、
そ
の
他
に
も
美
術
大
生

が
ぶ
ど
う
の
箱
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

等
、
外
部
の
力
も
積
極
的
に
活
用

し
て
い
ま
す
。

研修視察の様子（高山村役場）

平平成成２２７７年年度度 上半上半期期 施設利用状施設利用状況況

地
方
創
生
戦
略
策
定
調
査
報
告
②
（

地
方
創
生
戦
略
策
定
調
査
報
告
②
（
全全

回
）
回
）

１１１１

（（
長
野
県
小
布
施
町
・
高
山
村

（
長
野
県
小
布
施
町
・
高
山
村
））

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
と
景
観
保
全
を
学
ぶ
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【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

平
成

年
秋
の
叙
勲
に
、
前
教

２７

育
長
で
、
元
松
崎
中
学
校
長
の
藤

池
清
信
さ
ん
が
教
育
功
労
で
、
瑞

宝
双
光
章
の
栄
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。

藤
池
さ
ん
は
、
平
成

年
３
月

１４

に
退
職
す
る
ま
で
の

年
間
、「
子

３５

ど
も
あ
っ
て
の
教
育
」
を
信
念
と

し
、
確
か
な
教
育
理
論
と
理
念
を

持
ち
、
時
代
を
見
据
え
た
先
見
性

の
も
と
に
教
育
に
尽
力
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成

年
１
月
８
日

２２

か
ら
４
年
８
カ
月
に
わ
た
り
、
松

崎
町
教
育
長
と
し
て
、
学
校
教
育

と
社
会
教
育
の
学
社
連
携
・
融
合

を
基
本
に
、
生
涯
学
習
の
形
成
、

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
強
化

に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

松
崎
町
功
労
者
表
彰

月

日
、
環
境
セ
ン
タ
ー
文

１１

１９

化
ホ
ー
ル
に
て
、
松
崎
町
功
労
者

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
表
彰
は
、
松
崎
町
表
彰
条

例
に
基
づ
き
、
町
の
自
治
、
福
祉

等
、
各
般
に
わ
た
っ
て
、
町
の
発

展
に
寄
与
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た

た
え
る
も
の
で
す
。

受
章
さ
れ
た
方
々
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

平成２７年度松崎町功労者表彰式にて

多
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員

と
し
て
町
政
の
発
展
に
尽
力
し
、

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
。

岩

地

齋
藤

さ
い

と
う

重
さ
ん

あ
つ
し

（
元

町
議
会
議
員
）

多
年
に
わ
た
り
、
保
護
司
と
し

て
犯
罪
の
予
防
、
犯
罪
や
非
行
を

し
た
者
の
自
立
更
生
等
に
尽
力
し
、

社
会
福
祉
の
増
進
に
貢
献
。

江
奈
１

堤
つ
つ
み

敏
夫
さ
ん

と
し

お

（
現

保
護
司
）

善

行

表

彰

多
年
に
わ
た
り
、
岩
科
重
文
ま

つ
り
等
に
て
野
点
を
開
催
し
、
地

域
に
お
い
て
、文
化
の
振
興
に
貢
献
。

峰

山
本

や
ま

も
と

尚
し
ょ
う

子
さ
ん

こ

模
範
行
為

多
年
に
わ
た
り
、ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
代
表
者
と
し

て
子
ど
も
の
指
導
に
あ
た
り
、
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
や
青
少
年
の
健
全

育
成
に
貢
献
。

宮

内

加
藤

か

と
う

争争
さ
ん

ひ
ろ
し

模
範
行
為

多
年
に
わ
た
り
、沿
道
美
化
活
動

や
環
境
整
備
を
行
い
、花
い
っ
ぱ
い

運
動
を
積
極
的
に
推
進
す
る
と
と

も
に
、静
岡
県
の
ア
ダ
プ
ト
・
ロ
ー

ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
も
参
加
し
、

潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢
献
。

中
村
老
人
会

環
境
美
化

感

謝

状

多
年
に
わ
た
り
、
道
の
駅
花
の

三
聖
苑
伊
豆
松
崎
の
花
壇
管
理
に

尽
力
し
、
地
域
に
潤
い
と
や
す
ら

ぎ
を
与
え
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に

貢
献
。

三
聖
苑
花
ク
ラ
ブ

環
境
美
化

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４ 受章者の鈴木さんからの謝辞

叙勲を受章した藤池さん

栄
え
あ
る
叙
勲

藤

池

清

信
さ
ん（
桜
田
）

ふ
じ

い
け

き
よ

の
ぶ

多
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員

と
し
て
町
政
の
発
展
に
尽
力
し
、

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
。

多
年
に
わ
た
り
、
町
議
会
議
員

と
し
て
町
政
の
発
展
に
尽
力
し
、

地
方
自
治
の
振
興
に
貢
献
。

功

労

表

彰

松

尾

鈴
木

源
一
郎
さ
ん

す
ず

き

げ
ん

い
ち

ろ
う

（
元

町
議
会
議
員
）

道

部

一
瀬

壽
一
さ
ん

い
ち
の
せ

と
し

か
ず

（
元

町
議
会
議
員
）

有

功

表

彰

多
年
に
わ
た
り
、
消
防
団
分
団

長
等
と
し
て
、
防
災
活
動
の
指
揮

等
に
献
身
し
、
町
民
の
安
全
確
保
、

民
生
の
安
定
に
貢
献
。

小
杉
原

桐
山

秀
夫
さ
ん

き
り

や
ま

ひ
で

お

（
元

消
防
団
分
団
長
）

瑞
宝
双
光
章
（
教
育
功
労
）



毎
年

月

日
か
ら

月

日

１１

１１

１１

１７

ま
で
の
１
週
間
は
、「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た

ち
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が

で
き
る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
社
会
保
障
の
充
実
、

施
設
や
道
路
の
整
備
、
教
育
の
振

興
等
、
そ
の
活
動
は
幅
広
い
分
野

に
わ
た
っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら

の
財
源
は
税
に
よ
っ
て
賄
わ
れ
て

い
ま
す
。

「
税
を
考
え
る
週
間
」
は
、
生
活

に
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
税

に
つ
い
て
、
そ
の
意
義
（
必
要
性
）

や
役
割
（
使
途
）
お
よ
び
、
税
務

行
政
の
現
状
を
分
か
り
や
す
く
説

明
す
る
と
と
も
に
、
国
や
地
方
公

共
団
体
の
基
本
と
な
る
税
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
毎
年
全
国
的
に

税
に
関
す
る
広
報
等
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、
伊

豆
下
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
で

は
、
今
年
も
小
学
生
・
中
学
生
を

対
象
に
「
税
に
関
す
る
作
品
（
ポ

ス
タ
ー
、
習
字
、
作
文
）」
を
募
集

し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
次
の
世
代
を
担

う
小
学
生
・
中
学
生
に
作
品
を
応

募
し
て
も
ら
う
こ
と
を
機
会
に
、

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の

で
き
な
い
税
に
つ
い
て
、
そ
の
仕

組
み
や
目
的
を
知
り
、
税
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
賀
茂
地
区
の
小
学
校
・

中
学
校
か
ら
習
字
の
部
に
３
０
３

点
、
ポ
ス
タ
ー
の
部
に

点
、
作

５０

文
の
部
に
２
２
０
点
の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。

松
崎
町
で
は
、
松
崎
小
学
校
か

ら
習
字
の
部
に

点
、
松
崎
中
学

４０

校
か
ら
作
文
の
部
に

点
の
応
募

１３

が
あ
り
、
審
査
の
結
果
、
習
字
の

部
お
よ
び
作
文
の
部
に
お
い
て
入

賞
者
が
以
下
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。

受
賞
作
品
は
、

月

日
か
ら

１１

１１

月

日
の
期
間
、
役
場
窓
口
税

１１

１７

務
課
で
展
示
し
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作作

文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文
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字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字字

伊
豆
下
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

佳
作

菊

地

涼

太
さ
ん
（
松
小
６
年
）

松
崎
町
長
賞

土

屋

茉

利

桃
さ
ん（
松
小
６
年
）

松
崎
町
教
育
長
賞

菊

地

美

瑚
さ
ん
（
松
小
６
年
）

伊
豆
下
田
税
務
連
絡
協
議
会
長
賞

山

本

遼

佳
さ
ん
（
松
小
６
年
）

煙 煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙煙

平
成

年
度
か
ら
、
二
輪
車
・

２８

小
型
特
殊
自
動
車
等
の
車
両
と
三

輪
・
四
輪
車
の
税
率
が
変
更
さ
れ
、

左
表
の
と
お
り
と
な
り
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

窓
口
税
務
課
（
４
２
）
３
９
６
８

軽
自
動
車
税
率
が
変
わ
り
ま
す

静
岡
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
長
賞

鈴

木

菜

穂
さ
ん
（
松
中
３
年
）

静
岡
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

優
秀
賞

菊

地

美

優
さ
ん
（
松
中
２
年
）

税税
の
作
品
審
査
結
果
に
つ
い

税
の
作
品
審
査
結
果
に
つ
い
てて

伊
豆
下
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合

伊
豆
下
田
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会会

入
賞
作
品

軽四輪車および軽三輪車の税率

重課税率

（※2）

標準税率
車種区分

新税率（※1）現 行

4,600円3,900円3,100円三 輪

12,900円10,800円7,200円自家用
乗 用

四輪
以上

8,200円6,900円5,500円営業用

6,000円5,000円4,000円自家用
貨物用

4,500円3,800円3,000円営業用

二輪車および小型特殊自動車等の税率

標準税率
車種区分

新税率

２,000円５０cc以下

原

付

２,000円５０cc超９０cc以下

２,４00円９０cc超１２５cc以下

３,７00円ミニカー

３,６00円軽二輪（１２５cc超２５０cc以下）

６,000円小型二輪（２５０cc超）

２,４00円農耕用
小型特殊自動車

５,９00円その他

※1平成27年4月1日以降に新車登録したものは新税率となります。
※2重課税率は平成28年度では初度検査年月が平成14年12月以前
の車が対象です。初度検査年月は車検証で確認ができます。



一
日
の
始
ま
り

役
場
の
一
日
は
、
毎
朝
の
掃
除

か
ら
始
ま
り
ま
す
。

一
部
の
職
員
は
、
始
業
前
に
役

場
前
の
花
壇
の
手
入
れ
や
、
竹
ぼ

う
き
で
落
ち
葉
の
片
付
け
を
行
っ

て
い
ま
す
。

特
に
、
当
番
が
決
ま
っ
て
い
る

わ
け
で
も
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

員
が
考
え
、
必
要
だ
と
思
う
場
所

を
掃
除
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
行
動
に
感
謝
し
な
が

ら
、
竹
ぼ
う
き
で
落
ち
葉
を

掃
く
音
を
聞
き
、
始
業
の
時

間
を
迎
え
ま
す
。

ラ
ジ
オ
体
操
が
終
わ
る
と

全
職
員
に
あ
い
さ
つ
し
な
が

ら
庁
舎
内
を
巡
り
、
一
日
が

始
ま
り
ま
す
。

職
員
に
は
、
役
場
は
人
の

役
に
立
つ
人
が
集
ま
る
場
所

に
な
る
よ
う
５
Ｓ
（
整
理
・

整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・
躾
）

し
つ
け

運
動
を
提
唱
し
て
い
ま
す
が
、

こ
う
し
た
小
さ
な
こ
と
を
積

み
重
ね
、
町
民
の
皆
様
に
信

頼
さ
れ
る
職
員
が
増
え
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
月
で
掲
載
１
年
を
迎

え
る
「
キ
ラ
リ
、
輝
き
人
」
で

は
、
町
民
の
皆
様
の
た
め
に
自
分

の
時
間
を
使
い
、
町
を
少
し
で
も

良
く
し
た
い
と
考
え
て
い
る
人
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
個
人
や
団
体
の
皆
様

の
活
動
と
と
も
に
、
松
崎
町
で

は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
通
し
て

町
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
美
し
く
快
適
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
運
動
に
よ
り
、

来
年
の
秋
に
開
催
さ
れ
る「
日

本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合

の
臨
時
総
会
で
は
、
松
崎
町

を
一
つ
の
美
し
い
公
園
と
し
て
、

お
客
様
を
迎
え
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
松
崎
町
を
活

力
あ
る
美
し
い
村
に
し
て
い

く
た
め
の
町
民
の
皆
様
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯７2

１１月１４日から１６日までの３日間、環境センター
では松崎町文化協会が主催する芸術祭が開催さ
れました。１２３人の方から出品された２７４点が展
示され、多くの方が鑑賞に訪れました。

１０月２５日、参加者は秋の町内をノルディック
ウォークで巡りました。また、伏倉区にある桑
葉農園にて、桑葉ファームの方より桑葉の効能
等についてお話しいただきました。

１１月１４日と１５日の２日間、伊豆文邸では企業や
町民等約４０人が参加し、松崎町の魅力発信につい
てさまざまな視点で考える共同作業を行う「ハッ
カソン」が開催されました。

１０月２７日、開拓姉妹都市の帯広市から特産品
のじゃがいも２６０㌔が届きました。贈っていただ
いたじゃがいもは、学校給食のメニューに加え
られ、子どもたちが味わいました。

6

第３５回松崎町文化協会芸術祭

ビューティーウォーク

松崎町ハッカソン「来なきゃソン２０１５」

姉妹都市帯広市から季節の贈り物

MMMMMMMMMMMMMMMMMMMMMyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyyTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTToooooooooooooooooooooowwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwwnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTTooooooooooooooooooooooppppppppppppppppppppppiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiiccccccccccccccccccccccMyTownTopicsssssssssssssssssssssss ～～～ まちのできごと～～～～ まちのできごとまちのできごと～～



葛
季
節
に
合
わ
せ
た
花
を
植
栽

NNo.1No.122

7

芋

咽

允

員
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印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

地

域

交

流

通

信

今
年
で

回
目
を
迎
え
る
安
曇

３３

地
区
の
文
化
祭
が

月

日
に
開

１０

２５

催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
文
化
祭
は
「
楽
し
む
」

を
テ
ー
マ
に
催
し
も
の
を
検
討
し

ま
し
た
。

メ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
カ
ラ

オ
ケ
の
ど
自
慢
大
会
を
据
え
、
学

校
の
学
習
発
表
、
地
元
の
お
祭
り

で
行
わ
れ
て
い
る
演
芸
、
地
元
企

業
が
経
営
・
販
売
し
て
い
る
商
品

を
扱
っ
た
カ
フ
ェ
、
３
種
類
の
ゲ
ー

ム
で
得
点
を
競
う
こ
ど
も
向
け
の

レ
ク
等
を
行
い
、
地
区
内
の
老
若

男
女
を
問
わ
ず
大
勢
の
方
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
、
大
変
盛
況
な
中

閉
幕
し
ま
し
た
。

実
は
、
本
年
度
当
初
は
「
文
化

祭
を
や
め
る
」
と
い
う
こ
と
も
考

え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

地
域
の
方
の
「
続
け
た
い
」
と
い

う
熱
い
思
い
と
、「
今
ま
で
の
ま

ま
で
は
い
け
な
い
」
と
い
う
考
え

か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
形
に
こ
だ
わ

ら
ず
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す
る
と

い
う
ス
タ
ン
ス
の
も
と
、
一
か
ら

地
域
の
皆
さ
ん
と
作
り
上
げ
た
文

化
祭
と
な
り
ま
し
た
。あ
る
意
味
、

第
１
回
の
文
化
祭
に
な
っ
た
と
言

え
ま
す
。

今
後
、
こ
の
新
し
く
な
っ
た
文

化
祭
を
よ
り
良
く
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
一
層
地
域
の
皆
さ
ん

と
協
力
を
し
て
い
っ
て
盛
り
上
げ

て
い
き
、
地
域
の
活
動
の
発
表
の

場
や
活
性
化
の
場
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
毎
年
良
く
な
っ
て
い

く
で
あ
ろ
う
安
曇
地
区
の
文
化
祭

は
毎
年

月
末
頃
に
行
わ
れ
て
い

１０

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
け
れ
ば
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

安安
曇
地
区
文
化

安
曇
地
区
文
化
祭祭

地

域

交

流

通

信
滑大野川小学校児童

による太鼓の発表

渡
邉

義
明
さ
ん
（
中
村
）

カラオケ

のど自慢大会葛

花花
を
見
て
喜
ん
で
も
ら
い
た
い

花
を
見
て
喜
ん
で
も
ら
い
た
い検検

中
村
老
人
会
の
会
長
を
務

め
る
渡
邉
義
明
さ
ん
は
、
道

路
を
通
る
人
に
花
を
見
て
喜

ん
で
も
ら
お
う
と
、
会
の
仲

間
と
と
も
に
中
村
区
の
沿
道

美
化
に
努
め
て
い
る
。

会
で
は
月
に
２
回
、
県
道

南
伊
豆
松
崎
線
沿
い
の
花
壇

整
備
を
行
う
。
渡
邉
さ
ん
は

「
草
取
り
や
植
栽
を
し
て
い

る
と
、
道
を
通
る
人
が
『
今

年
も
き
れ
い
で
す
ね
』
と
褒

め
て
く
れ
ま
す
。こ
の
よ
う
に

声
を
か
け
て
も
ら
え
る
と
き

が
、
一
番
嬉
し
い
で
す
ね
」

と
話
す
。

会
が
管
理
す
る
花
壇
は
、県

道
沿
い
に
約
１
５
０
㍍
に
も

及
ぶ
。
過
去
に
は
、車
が
誤
っ

て
花
壇
に
入
っ
た
こ
と
も

あ
っ
た
と
い
う
。
渡
邉
さ
ん

は「
道
路
が
狭
い
の
で
、
作
業

を
行
う
と
き
は
カ
ラ
ー
コ
ー

ン
を
置
い
て
安
全
面
に
も
配

慮
し
て
い
ま
す
。こ
の
カ
ラ
ー

コ
ー
ン
は
地
区
の
人
が
用
意

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
こ

う
い
っ
た
気
持
ち
が
と
て
も

あ
り
が
た
い
で
す
」
と
話
す
。

中
村
老
人
会
は
平
成

年
に

１６

松
尾
区
と
の
合
同
の
老
人
会
か

ら
独
立
。
一
時
は
老
人
会
廃
止

の
声
も
あ
が
っ
た
が
、
そ
れ
で

は
い
け
な
い
と
の
こ
と
で
、
会

で
花
壇
管
理
を
始
め
た
。
平
成

年
か
ら
は
、
地
域
住
民
や
学

１８校
等
が
県
の
管
理
す
る
道
路
の

美
化
活
動
を
行
う
ア
ダ
プ
ト
・

ロ
ー
ド
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加

し
て
い
る
。

最
後
に
、
渡
邉
さ
ん
は
「
会

の
平
均
年
齢
が

歳
と
高
齢
に

８３

な
り
ま
し
た
。
ぜ
ひ
、
新
し
い

人
に
も
会
に
入
っ
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
私
も
、
長
く
続
け

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と

話
し
て
く
れ
た
。

Profile

わたなべ よしあきさん

中村老人会会長。会では月

２回、沿道美化活動を行っ

ている。活動の後に、公民

館で行う慰労会が楽しみ。
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崎
町

編
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企
画
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印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，１８５人（±０人）

男 ３，４１４人（＋２人）

女 ３，７７１人（－２人）

世帯数 ３，０３８戸（±０戸）

転 入 １５人 転 出 ９人

出 生 ３人 死 亡 ９人

（平成２７年１０月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

二
〇
一
五
年
十
二
月
一
日
発
行

通
刊

第

六

一

九

号

「
詐
欺
被
害
の
二
次
被
害
に
ご
注
意
を
！
」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（１１００月届出分月届出分））

人身事故 １件 （＋２）

物損事故 ５件 （－７）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １人 （＋２）

平成２７年１０月発生分

（ ）内は前年同月比

町 の 交 通 事 故

～
あ
な
た

～
あ
な
た
もも
賢賢
い
消
費
者
に

い
消
費
者
に

～～
◯◯４４７７

－

短

歌－

松松松

崎崎

文文

芸芸

中

村

宣

子

飯

野

ふ

さ

堀

岡

洋

子

山
本
智
恵
子

一
本
づ
つ
白
髪
ぬ
く
が
に
草
ひ
き
て

老
い
の
仕
事
の
限
り
も
あ
ら
ず

古
里
の
浜
辺
に
遊
ぶ
ひ
と
と
き
は

老
い
を
忘
れ
る
子
供
に
か
へ
り

海
を
見
下
ろ
す
棚
田
に
灯
る
キ
ャ
ン
ド
ル
の

ゆ
ら
げ
ば
浮
か
び
て
く
る
友
の
顔

夏
の
間
を
咲
き
つ
づ
け
ゐ
る
合
歓
の

花
見
あ
ぐ
る
空
を
紅
に
染
め
ゆ
く

過
去
に
詐
欺
的
な
投
資
勧
誘

に
よ
っ
て
被
害
を
受
け
た
高
齢

者
宅
に
「
手
続
き
を
す
れ
ば
被

害
回
復
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
し
て
突
然
電
話
が
か
か
っ

て
く
る
。
あ
る
い
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
で
詐
欺
に
あ
い
、
ど

う
し
よ
う
か
と
思
っ
て
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
検
索
し
て
い
る

と
「
○
○
セ
ン
タ
ー
」
等
い
か

に
も
公
的
な
相
談
機
関
の
よ
う

な
名
称
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
辿

り
着
い
た
…
。

こ
う
し
た
事
例
の
相
手
方
は
、

本
来
、
法
的
な
紛
争
解
決
を
業

と
し
て
行
う
こ
と
は
法
律
上
で

き
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
（
非

弁
行
為
と
し
て
刑
事
罰
の
対

象
）、
被
害
が
回
復
す
る
た
め

の
手
続
き
を
行
う
か
の
よ
う
に

消
費
者
を
誤
信
さ
せ
、
調
査
料

等
さ
ま
ざ
ま
な
名
目
で
金
銭
を

支
払
わ
せ
る
の
で
す
。

こ
の
結
果
、
消
費
者
は
当
初

の
詐
欺
被

害
に
加
え
、

二
次
的
に

被
害
に
あ

う
こ
と
に

な
り
か
ね

ま
せ
ん
。

ご
注
意
く

だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

保護者性別名 前地 区

地 翔男健
けん

南 郷

藤 井 義 巳男理 仁
り ひと

江奈２

吉 田 英 人女ひ い ろ江奈２

おめでとうございます（出生）

届出人年齢氏 名地 区

金谷醗子９６山 本 て い池 代

常 寿６７近藤佐代子西 区

惠 子８７美 橋 な を石 部

岩 雄７２地てる子江奈１

匡 紀７０斎 藤 聖 忠岩 地

千 勢５７金 子 始伏 倉

樹７０山 本 敦 子雲 見

子９０大 島 秘宮 内

おくやみ申し上げます（死亡）

下
田
税
務
署
へ
の
電
話
相
談
は
、
次

の
手
順
に
従
っ
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
電
話
相
談
の
手
順
】

①
下
田
税
務
署
へ
お
電
話
く
だ
さ
い
。

②
自
動
音
声
に
よ
り
ご
案
内
し
ま
す
の

で
、

を
押
し
て
く
だ
さ
い
。（
案
内

の
途
中
で
も
押
す
こ
と
が
で
き
ま
す
）

③
自
動
音
声
に
従
っ
て
、
相
談
し
た
い

内
容
の
番
号
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

【
受
付
時
間
】

午
前
８
時

分
～
午
後
５
時

３０

※
土
・
日
・
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。

【
問
合
せ
】

下
田
税
務
署
（
２
２
）
０
１
８
５

下
田
税
務
署
か
ら

電
話
相
談
セ
ン
タ
ー
の

利
用
案
内
に
つ
い
て

1


